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化させた色刺激を 2色覚及び 3色覚の観測者に提示する実験を行う． 
2色覚者には錐体の反応強度を表した色空間であるLMS色空間において変化させ
た色刺激を提示する（提示 A）．3色覚者には提示 Aで用いる色刺激をシミュレーショ
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ができない．提案手法では，LMS 値ではなく，整数の RGB 値により色を指定すること
で丸め誤差を低減している．また，参考手法では，提示 A と提示 Bで得られた結果に
ついて，検討対象であるシミュレーションのアルゴリズム（シミュレーションモデル）を用
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のシミュレーションの適合性を判定できることを目的としている。論文では、2 名の 2 色覚者に対し
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最終試験結果の要旨 
 
 公聴会並びに最終試験では、審査委員より論文の内容について質疑がなされた。加えて、実験
結果について、論文に記述されていない事柄（実験結果に対する考察）についても質疑がなされ
た。論文提出者は概ね適切に回答していた。論文提出者は十分な学識を有すると判断できる。ま
た、論文提出者は国外・国内学会での発表経験も十分に積んでいる。以上より、本研究科博士の
学位授与に値すると判断し、合格とする。 
（システム自然科学研究科） 
